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１．研究計画の概要 
 不安障害者は理屈でわかっていても，適切
に行動することができないという特徴を持
つ。「理屈ではわかる」というのは，顕在レ
ベルの処理段階を指していることから，不安
障害の病理的行動は，この顕在的な処理段階
だけでは説明できないことがわかる。そのた
め，潜在的な側面をも対象とした検討が必要
となってくる。本研究では，不安障害におけ
る潜在的処理について検討し，それと顕在的
処理との関係，および認知処理の特徴や不安
反応との関係を調べることで，不安障害の認
知情報処理上の歪みと不安表出の特徴を明
らかにすることを目的としている。検討の対
象として，不安障害においてもっとも罹患率
の高い社会不安障害を用いた。以下の研究に
ついて，社会不安傾向の高い対象者を用いた
アナログ研究を計画した。 
（1）社会不安障害における潜在的記憶構造

の解明と顕在的記憶構造との関係に関
する検討 

（2）社会不安障害の潜在的・顕在的処理が
不安反応の表出モード（主観・行動・整
理）との対応に関する検討 

（3）社会不安障害の治療プロセスにおける
潜在的・顕在的記憶構造の変容における
検討 

（4）社会不安障害における自己注目と注意
の関係について，視線行動を用いた検討 

 
２．研究の進捗状況 
 社会不安障害を対象としたアナログ研究
を行い，現在までに以下の研究知見を得てい
る。なお，潜在的記憶構造の測定には IAT 
(Implicit Association Test)を用い，顕在的記

憶構造の測定には質問紙を用いた。 
（1）潜在的記憶構造の解明と顕在的記憶構
造との関連に関する検討 
 スピーチ前後の潜在的記憶構造を検討し
た結果，不安反応と否定的評価に強い連合が
認められ，不安反応が他者に見られ，否定的
評価に結びつくと言うことが潜在的に形成
されていることがわかる。また，従来の質問
紙により測定した顕在的連合と潜在的連合
との相関はほとんど認められず，両者が独立
して影響していることが示唆される。 
（2）潜在的・顕在的記憶構造と不安反応と
の関連 
 スピーチ中の不安反応を，主観・行動・生
理の 3 つのモードで測定し，潜在的・顕在的
処理との対応を検討した結果，顕在的処理が
主観的な不安と関連し，潜在的処理が行動上
の乱れや生理的確性と関連していることが
わかった。不安の表出モードにより，対応す
る処理段階が異なる可能性が示唆された。 
（3）潜在的・顕在的記憶構造の変容過程に
関する検討 
 社会不安障害に対するエクスポージャー
法と認知療法の 2種類の治療介入のアナログ
研究を行った。介入によって顕在的連合は変
容するものの，潜在的連合は変容せず，顕在
的連合に遅れて潜在的連合の変容が生じる
可能性が示された。このことは，社会不安障
害の治療介入終結後の再発は，潜在的連合の
未修正によるものであることを示唆する結
果といえる。 
（4）自己注目と視線行動に関する検討 
 社会不安障害の特徴である安全確保行動
を視線により検討し，社会不安の高いものは
スピーチ中にアイコンタクトをする時間が
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長く，自己注目を喚起する条件で顕著であっ
た。これは自分の不安を相手に伝えないよう
にするための対処的意味を持つものと解釈
できる。 
 
３．現在までの達成度 
 現在までの達成度は，「②おおむね順調に
進展している」と評価できる。社会不安障害
の潜在・顕在という認知情報処理に関する検
討に加え，アイコンタクトという安全確保行
動の検討も行い，その対処的意味も検討して
いる。アイコンタクトを取ることで，対処的
意図性が認知情報処理の歪みと関連してい
る点を明らかにしようと試みている。しかし，
不安障害の一つである強迫性障害における
検討も合わせて行いたかったのだが，これに
ついては十分な実施ができていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 23 年度で研究が修了するため，あと 1
年間で以下の点について検討をしたい。 
（1）潜在的・顕在的記憶構造の変容過程に
関するアナログ研究において，データを追加
したい。 
（2）不適切な対処である安全確保行動を視
線により測定し，視線行動の意図性の検討と
注意過程との関連について検討する。 
 以上の検討を加え，本研究の目的である不
安障害における潜在的・顕在的処理の特徴解
明についての検討を深めたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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